コ□ナ密閉式石油ストーブ 

取扱説明書 


正しく使って上まに節約 



1•特にを意していただきたいこと、 
ま全のために必すお奇りください 

2. 使巧する場所 . 

3. 各部の咨称 . 

•外観図 . 

•宿造図 . 

•揉が部の咨巧と働を . 

•巧巧巧のち称と爾ぎ . 

4. 使巧前の華備 . 

•mm . 

•給油 . 

•巧义前の華備とお誘 . 

5 •使巧ち法 . 


• 室温の調節 . 

•消义 . 

•タイマーの使坦方ま . 

•チヤイルド□ック . 

6 •安を装置 . 

7 •その他の装置 . 

8.曰常の点検.手入れ . 

9•定期点検 . 

10.巧障•異常の見分け方と処置ちを 
11•部品交換のしかた . 

12. 保管(長期間を田しない楊さ) . 

13. 仕様 . 

14. アフターサービス . 

15•据巧け . 


正し-くお情い口 t だくためじ、’= この-，-. 
南展説お書蔚くお昂みく-たざした尸 疆’識 
なお、お読瑪^づも凌巷いだを:て-'= 
るちびぃつで罩舅ら： f ^吝脯 p 臘証量； l ■；- 1 
となに大栖にお营しでください 。 "'-r 

fX 警告 II A :。? 告 I 

/ ♦ 、 I—J 11 :'^ \\\ 





































































1 ■特にま意して I 仇だをた I にと、きまのため I 说ず約りくだ抓 

この取扱説日月書および製品への表示では、製品を安全(こ正しくお使いいただき、あな 
たや他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示を 
しでいまず。その表示と意附ま次のよラになつでいます。巧容をよく理解しでから本 
文をお読みください。 


A と t この表示を無視しで、誤った巧りあいをすると、人び巧こまたは重傷を負ラ 

ムム^胃に3可能性か’想定される肉琴を示しでいます。 

A :+胃この表ホを無視しで、誤った取り扱いをすると、人び傷害を負ラ危険が想定 
ム ZX / i で％される巧客および物の援害のみの発を力*想定されるの客を示しでいます。 


絵表示の例 


A 

(§) 


A 記号はを意を促す内容があることを告げるちのでず。 

図の中に具体のなを意の客(左図の場合は一般のな;ち意)び措かれでい 
ます。 

の記号は禁止の巧為で友ることを告げるちのでず。 . 

図の中や近傍に員体的な禁止内容(左図の場合はガソリン禁止)か•描か 
れでいます。 

趣記号は巧為を強制したり指示する内容を告げるをのです。 

図の中に真体的な指雨巧容(左图の場含は電源プラグをコン它ントか 
ら巧いでください)び巧かれでいます。 



♦ガソリン 厳禁 

ガソリンなど揮発性の高い油は、絶対に德巧しないでください< 
火災の原因になります。 


•がれ危険 « 

給排気筒（管、ホース）び正しく接続されでいるか 
点検しでください。 

列れでいると運範中に排ガスび室畑こ漏れで、危陵 
です。 ピ 


♦給排気筒トップ閱そく危険 I 

積雪び多いと音には、給排気筒トップの园〇び雪で 
ふさがれでいないことを禮認しでください。ふさび 
れでいるときは、除雪しでください。 

運輯中に排ガスび室内に漏れで、危険です。 g 


♦温風吹出□をふさびない む 

巧類、祇などで温風吹出□や空気取入□をふさびな (T f V 

いでください。 グ ft 

巧類、紙などでふさぐと、火災の原因になります。 


(§> 
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•スプレー吿厳禁 

殺虫副などのスプレー生を温風のあたるところに放1ご 
置しないでください。熱でスプレー生の圧力び上び，/ 

り、爆発し、危険です。 

•可燃性ガス使巧厳禁 

ス I ブを使巧しでいる部屋で、巧燃性方スが発をずるちの（ベ 
ンジン、シンナー、ガソリン)、スプレーを使巧しないでください< 
火災や故障の原因になります。 


0 

0 



•力ーテン、可燃物近接禁止 广_^ 

力ーテンや燃えやすいちのを近づけないでください。\んク 
火ぶび発をするおそれびあります。 


参給油時消火 ミミり:’也/造て 

給油は、必ず消火しでから巧い、こぼれた好■油はよぶ。ご 
くふき取つでください。义災のおそれか’あります。 


•異常時使用禁止 

巧一異常を感じたときは、使苗しないでください。 
異常燃焼のおそれびあります。 

すみやかに運輕ポタンを「停止 J にしでください。 


•温風に直接あた日ない 

温風(こ直接長時間あたらないで < ださい。 

低温やけどや脱水症状になるおそれが'あります。 

•特にお寻穗やおを寄口、体か不自をな巧が使われるときは、周囲の人が+知 

巧類などを乾燥した場含、素なによって色あせずるごとがあります。‘ 

-— - . 


•高温部接觸禁止 


0 


離 



0 


燃焼中や消火直棲は、高温部、給排気筒にまなどぶ、 

れないでください。 

やけどのおそれびあります。 

:•かさし唯す穗のし、琴:ご豪庭では、;;特に注意しでくたさい。 

(D 

； . ； 

• ■ ； 

♦分解修理の禁止 

故障、破損したら、使巧しないでください。 

不完全な修理は、危険でず。 — 

お買い求めの販売店に修理を依頼しでください。 

磯 ® 

♦指や棒を入れない 

給排気筒トツプに指や棒などを入れないでください。 
けが'や乂災の原因になります。 

0 








A ま意 


♦改造使用の禁止 

改造しで使巧しないでください。また、ス1 ブ本体や給排気筒 
(こは床暖房巧の熱交換器などを取0付けないでください。 

乂がや排ガスが室のに漏れる原因となり危険です。 

0 

•電源コードを傷めない 

電源コドし無理な力を加ス r しり、物をのせ/*しりし：み 
ないでください。また、電源プラグを抜くときは、楚^ろ Vf * 
コードを持つで引是抜かないでください。 

义災や感電の原因になります。 . 

夕 

♦電源プラグは確実に差し込む 

電源プラグはコンたントに根元まで確実に差し逸んでください。 
また、傷んだプラグやゆるんだコン t ントは使巧しないでくださ 
い。 

火災の原因になります。 


•長期間使用しないときは電源プラグを抜く 

長期間使巧しないときは、電源ブラク•を抜いでください。 

火災やず想しない事故の原因になります。 


♦電源プラグのお手入れを 

ときどきは電源プラグを抜き、ほこりおよび金属物を除ましでく 
ださい。ほこりが'たまると湿気などで絶縁不度になり、火災の原 
因[こなります。 


•電源の接続 

•電源は適正配線された単相1日 0 V のコンわント臥がは使巧しな 
いでください。発熱•発火の原因になります。 

•電源コードは、遠中で接続したり延長コードの使用.他の電気 
器具とのタコ足配線をしないで<ださい。凳熱.凳乂の原因に 
なりまず。 

0 

•腰をかけたり、物をのせない 

腰をかけたり、やかんや花びんなどをのせないでぐをぶ 
ださい。やけどしたり、ストーブが変あすることび夕^ 
あります。また、水び巧部に入ると、感電、火災、 

故障の原因になります。 I 

0 

•口油の保管 

灯■油は、乂気、雨水、ごみ、高温およぴ直射日光を避けた攝巧に 
保管しでください。ガソリンなどと一緒に保管しないでくださし、。 
誤つで使巧すると異常燃焼や乂災のおそれびありまず。 

善 





♦変質灯油禁止 

変質な油、愚れたミあ、かの混じっている灯油などを使用しないで 
ください。 

異常燃焼や故障のおそれびありまず。 


•振付け上の注意 

• お害様ご白身による工事は危険です。据付け工事や移設工事は、 
脑すお買い求めの販売店に依頼しでください。 

•ス I -ーブおよび給排気筒の据なけについでは乂災ず防条例、石 
ミ由燃焼機器の設置薑準[こよる規制か‘ありますので、これに従っ 
で据巧けでください。 

•ス I —ブの固定は、本体固定金員などで、禮実に固定しでくだ 
さい。 


•フイルタをはずしての運乾禁止 （ SBT タイプのみ） 

フアンフイルタをはすした状態で運転しますと、カーテンなどを 
巻苦こんで火災になるおそれが'あります。 

また手などふれるとけがをするおそれがあります。 


♦廃棄ずるとをのま意 

ス I -ーブを廃棄処分ずるときは、定迪面器の0ミをを抜き取ってく 
ださい。 （27 ページ参照） 

な;'由び入ったまま廃棄するとリサイクルの際に思わめ事故になる 
おそれびあります。 


0 


0 











s タイプの場合 
>マントルピースなど 
には据巧けないでく 
ださい。 


MIO 


SBT タイブの場合 
>7ントルピースなどに 
おがける焉合は、標華 
据巧け例に従ってくだ 
さい。 



(36 ‘ 37ぺージ参照) 


順高び1 500 m 凶上の場所では使巧しないでください。 
(空気の濃度か’薄いため、燃焼に必要な空気が不足します。） 
標高 500 m -1500 m で使巧する揚合は調豊か•必要です。 
(詳しくは、型紙裏面の工事説明書 （ 畐地で使巧の場を^を 
ご覧ください。） 


0 


>溫室、飼育室、乾燥室などでは絶対に使巧しないで < ださい C 


、質额 


0 


効果的に使 用ずるために 

參が気に接ずる窓の下や壁面に置くと、冷気か•スト 
-ブで暖められ、温風としで巧流しますので効栗 
的です。 


温風の循環を巧げない 参温風吹出□の前面に障害物を置かないでください。 

•障害物があると、部屋の温眞にむらびできるばかりで 

なく、本体の温廈か’ _ b 昇しで危険です。 

. • * ...一- . .... . , 

参温風のお□側の空間を広くとれる揚巧を還んでく 
ださい。 























違乾ボタン 


—とつで 
■操作部 

(カバー巧部) 


定油面器 U じット 
ボタン(巧部) 


点検巧ふた 

























夕備図 


mm 


FF-580SBT - FF-740SBT 


フアンフイルタ 




I 

I! 


■I 
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熱交換器 


顏 


画 




























操作部の名称と働き 


おやすみボタン 


時計舍せボタン 


おやすみタイマー運處をするときに 現在時刻を含わせるときに巧します。 


巧します。 


(22 ぺ-ジ) 


曜日ちせボタン 

現在匿曰 （19 ベージ）•おはよラタ 
イマー運転の予約曜曰 （21 ぺーヴ） 
を含ねせるとぎに巧します。 


(19 ぺージ） 


運乾ボタン 


運お開始〔点火] (16 ページ） 
遲輯厚止〔消义）08ぺージ） 
するときに巧します。 


忍度調節 




おはよラボタン 


おはよラタイマー違扇をするときに 


巧します。 


(21 ぺージ） 


温度調節ボタン 
時計/タイマー調節ボタン 


室温の調節 （17 ぺージ）-現巧時刻 
(19 ベージ）-タイ7—時刻に〇ぺ 
-ジ）を含ねせるときに巧します。 


タイマー時刻含せボタン 


タイマー時刻を台わせるとさ （20 ぺ 
ージ） • じツトしたタイ7-時刻を確 
誘するとき （21 ベージ）に巧します。 


表お切換ボタン 


温度表示-時計表示を切り換をると 
さに巧します。 


違乾ボタン-チャイルドロックボタン 


•ス I -ース堇転中に巧タンを巧すとたーブ運乾を開坦します。 

ちラー廈巧すと昭おされます。 （17 ベージ） 

>ス1ブ厚止中にボタンを3砂な巧に3回押しで、チャイルド□ック 
の r 它ット J および條除 J をします。に3ぺージ） 























表示部の名称と働き 































タイマー含せランプ 


タイマー時刻合せボタンを巧すと点滅します。 


タイ7—時刻たット中 


デジタル表ホ部 





BBBH 



温度な巧 (温度表示） 

左側：設定温厦表示 (12 で〜30で） 

(ホむットの場さ、自動のに22でに它ットされでいます） 
ち側：塞の湿度表示 


午前または、午を点の（時刻ち示）♦時が動作コ □ ンな滅 
左側：時奋側：分（例）午前8時30分 
タイマー時効.させポタンを押すとタイ7—它ツト時刻をを示し 
ます。（ホ它ツトのち台、タイマー時刻は呂動的に午前6 : 00 
に它ットされでいます。時 It 動作コ□ンは消な） 


iff 点巧 

障鸾後离遇鸾（ストーつ谭転中の場含） 


I —— ——点な 

電源プラグをコン t ントに差し込んすごとき（時刻のホたット） 
厚電を再通電（ストーブ厚让中の場含） 


mii 


表示点巧：チャイルド□ツクのじツト表示 


由。斗 •(例） り表示 -.巧震白動消义装置の作動 
[ 1 〇〇 f 3 再度、点义操巧をしでくださし、 

•その他の £■ 表示は32ページを参照しでくださ (A 


田左る田 s けち S 

回。。國 


I ごが表示 

おやすみタイマー約をの厚止表示 


























^4 •巧用 go の準備 


燃料 




燃料は巧油 （ J 旧1貢な油）を必す使巧しで < ださい。 


A 警告 


ガソリンなど揮発性の高い巧は、 


絶対に使用しないでください C 
火災の原因になります。 


> 1 A 迁 意] 変質の■ミを、ミちれた;巧、 ？ j < の混じ 
つでいるな油などを使巧しないでください。 
異常燃焼や柳章のおそれがあります。 


0 


A ミま意 


灯;'由は火気.雨水.ごみ.富温 
および直射曰光を避けた場所に保管しでくだ 
さい。 

乃ソリンなどと一緒に保管しないでください。 
誤つで使巧すると異常燃焼や火巧のおそれか • 
あります。 


圍変質な油.不純な油とは 



な油とガソ U ンの見分けかた 


指先に燃料をつけ、島をぶ、苦かけます。 
(义の気のない巧で巧つでください。） 


〇 

口油は 
めれたまま 

X 


ガソリンは 
すぐ乾く 



巧シーズンより持 
ち越しのなミ由 


#00 


長期間曰がじあた 
る巧や湿厦の富い 
所に保管したなミ虫 




容器のふたび開け 
であつたり、乳白 
色のポ U 容器で保 
管したなミ由 



水-ごみやな巧が 
列の油がほんのわ 
すかでち混 A した 
な巧 



参極菌こ変質したちのは、黄色蛛びかったり、すっぱいにおいびしまず。 
雜必す网■油巧のポリタンクをお使いください。 

参なミちはシーブン中に使いきりましょラ。 


■変質な油や不純な油を使巧すると…；.: 
•油の程0じちよりますび、燃烧不度をおこしたり. 

ス!ブの損傷を早め、故障の原国にな口ます。 
•ホ:やごみか’送浦経路に流れ込み、燃焼不良や着乂 
不良の原因になります。 


■巧一変質な'进や不额巧油在使苗したとさは、 
•お買いまめの販売店または、お近くのコ□ナお客 
様ご相談窓 □ (裏表紙参照)'じご逢絡く'たさい。 


:3 S の SS 認 SSISS の SS 譜證象がとなりまず。 




















A 汪思 I 給ミをは必ず消乂しでから巧い、こぼれたな;'をはよくふぎ取ってください< 
乂災のおそれびありまず。 

■給油のま順とま意 
1油タンクの送油バルブを閉じる 


11 


ち•ぶ/リレブ 



I 臟たをはずし 


r 、 

巧 0 

■ドム H 

eg \ 


♦巿販の給油ポンプなどを使巧しで、’莊量計を見な 
びら給迪しでください。 

♦巧置計の針が「満」をさしたら給ミ由をやめでくだ 
さい。 

•指巧をはおな□にあるスおレ卓ナを取り出しで、かや 
ごみびたまつでいたら巧除をじでください。 


ストレーナ(巧部） 



給油□ぶたを締める 



♦給な□ふたは、確実に締めでください。 


•給油の隱に、か•ごみなどを入れないよラにを意しで < ださい。 

水-ごみなどは燃焼不良やストーブの寿命低下などの原因になります。 

















圍灯油が'なくなると 

♦ご使南中に油タンク内の灯油びなくなると、デジタル表示部に〇または、[£3び表示され消火 
します。 

•油タンクは、空にしないよラに、を意しでください。 … 

•な油びなくなり、デジタル表示部に古表示び出た場台は、給逆を、准;巧璋路の空気抜きが必要とな 


■送油経路巧の空気巧き 

♦初めで使巧するときやミを切れでデジタル表示部に f 表示がでた掃台は、油タンクに給油した接に、 
送油バルブを開き空気抜きを巧ってください。 



♦な油が床にこぼれないようオイルフィルタの下に 
巧や、容器などを巧意しでください。 





ょく 振り 


参ゴム製送油管をよく振り、送;巧経路巧の空気抜き 
を十分に巧つでください。 



空気巧き用ねじを締める •空気がぁけォイルフィルタの中にな油が満たされ 

たら空気抜き巧ねじを締めでください。 









点义前の準備と確認 


圍定泣面器のじット 

♦初めで使巧するときや、シーブン初めに使巧する揚含 


ボタンを巧す 



♦リじットボタンは、据付け時や、シーズン初めに 
揚作します。ストーブに強い衝擊をちえたりした 
場合をこの操作を巧っでください。 

♦ち~、点火操作を4〜5分しでち着火しなかった 
り、着火後2〜3分で消义しでしまラ攝合ち、リ 
たツトボタンを巧しでください。な油流入□のゴ 
ム角の固着がはすれで阿ミちがスムーブに流れます。 


リたツトボタンを押す際は、スぺーサをはすしで 
巧さないでください。 

また、5砂 OU : 巧し続けたり、何回ち巧し下け?こ0など乱 
暴に取り扱わないでください。 

定巧面器より巧びあふれ出たり、異常燃焼の原因となる場 
さびあります。 











^ 前の準備と確認 

巧漏れの確認 



電源の接続 


コン它ント 
100 V 



ス I ^ ー ブ周囲の確認 



給排気筒接続部のお認 


参巧タンクや送;'由管の接を部なと力、ら油漏れか’ない 
かどラか確認しでください。 

"* 油漏れめあるときは、使巧を中止し、.油女ンクわ送油: 
/ KJ レブを閱じで力、らお買い求めの販壳店にご相談くだ 
-さし、。’ >''' 曾.请お音’ 


I A 迂意 I ■- -- 

電源ブラク-コードの発熱.発义を防ぐために… 

•電源プラグは3ンたントにお元まで確実に善し么んで 
ください。 

♦電源は、必す適正配綜ミれた堂巧10 OV の〕ン它ントを 
使巧しでくださし、。 

•驾源コードは、途中で接続したり延長コードの使巧. 
他の巧気器具とのタコち醉線をしないでください。 


• スト-ブの上ゃ J 1 剧こ燃ぇゃすいちの 

を置かないでください。 


• 「 A 警告1 給排気窗（管-ホース）び正しく接 
続されでいるか確認しでください。はすれでいる 
と遲起やにが方スが室内に漏れで、危険でず。 
















圍 5 ■ほ用方法 

点义 _ 

I 巧タンクの送油パルプる開く 



S 運乾ボタンを巧す 



♦運転ランプの点灯と同時に、時刻表示（未たット 
の揚をはから、温度表示に切り変 
ねります。 

參点火後7〜8分で対流巧送風機が回り、温風か’出 
ます。 


•着义後約10分間は、熱膨張のため、熱交換器などびかさな音を出すことがあ巧ますが、異萬では 
ありません。 

■初使巧時はス I ブの耐熱望料などび焼けで煙とにおいか’でることがあ0まず。窓をあけで部屋 
の換気をしでください。 

•初めで ご 使巧になるとぎは、送油経路巧の空気だま0 (エア □ツ ク）によりおか•立消えになるこ 
:：とが私りますび、..一旦消乂レで、おえるめを待つでがらちラ与-度点かレでください。：;; 

• 温風び出るまえに運乾ボタンを T 停止 J ; (こしでもお)8か間は遲乾を継繞しまずが異常ではありま 
せん。これは燃焼室ののま燃ガスを完をに燃焼させるための安を運おです 
•外気温が傾くなると、給排気筒のを端から連続のに白煙び出ることがあります。これは排気ガス 
中に含まれでいる水霧気び白く見えるためで、異常燃焼による白煙ではありません。: 








室温の調節 


温度調節ボタンを巧す 

国。。窗 


• as 

〇年巧 
〇午 a 


参温度調節ボタンを巧しで希望の設定温度に含わせ 
でください。 

参ボタンを巧しつづけると、表示は連続しで変わり 
まず。 


空 S 巧宙 


時 


•ルームサーモたンサ【こより、.設定證度に麻じで自動的 
に义力び切り変わります。じ; 

I 未たットの揚合、設定温直は自動的た22でにたットさ 
れ T いまを 

I 設定温度は、12でから5〇でまをの節国でたットできま 

す。 


•厚電力《あつを場をでち、1分!^巧の昏電であれば毎むツトする必要はありま 

•5 ち温賣?示はぃル~ムサ-モたンサ周のの遍度を感知しで表示するので、お部屋の温度計とは数 
値び•-致しないことがあります。 

♦ストーブに直射曰光やす含ま風びあたつでレた0、他の茄熱器具の影響を受けでいる場合にはル 

..... …―が—ち嘗サ皆輔臣補しません。：;，:: ぶ;斬::;， 

B たーフ'運乾 

•最か乂力でを室温か•上昇する場含（気温の高いとぎ、曰あたりの良い部屋）は、たーブ運転をお 
選びください。 


它ーブ運掠ボタンを巧す 


たーフち巧 



>じーブ運乾ランプび点呀します。 

►室温ろ《設定温度より3で上昇すると自動のに消火 
(たーブ消火）し、設定温度まで下がると白動的に 
再点火しで、室温を調節します。 

傾常運乾じちどす場含は、じーブ遲転ボクンを再 
度巧しでくださし、。 


も-:^火中は、セ—光転ラジ赤み点巧蔵蘇;-;;でご:7ちで^^^^^^^^^ 

-邀蟲?黨£覇爵謂?ラ巧を雌。ぃ管電な纖巧燈り、誦幽する 


炎の状態 


青い炎の中に、いくらかの黄色い炎（赤火）が還じってち異嵩ではありません。 















消义 _ 

運乾ボタンを巧しをどす 



♦運廚ランプび消なし、消乂します。 

同時にデジタル表お部は温度表示から時刻表示に 
切り変わります。 

也ーブ運転中の場含は、じーブ運転ランプち消な 
します。） 

參消乂後は本体巧部び冷却するまで送風を継続し、 
約15お後に対流巧送風機か’厚止しまず。 


•巧出するときは、必ず消义しでください。 

•消义操作後、温風が出でいる間は、絶巧に電源プラヴを巧かないでくたさい。ちし巧きますと、の 
ぞき窓びすずでくをうたり、ス I ブの表面温度び上昇します.。 

•1 主意1長期間使巧しない場さは、巧流巧送風機び停止 b でから、電源プラグをコシ;たントか 
' ら巧いで.くださし、。.'' 


消义後再点义ずるときのミ主意 _ 

燃焼中に誤って巧のよラな操作をすると、再点火お全装置の働きで本体内部び帯却され 
るまで点火できませんのでを意しでください。 

♦電源プラグを巧いた 
♦運輯ボタンを巧しちどした 
■おはよラボタンを押した 

ただし、瞬間的な停電 （3 秒な巧）の場合は、そのまま燃焼を継続しまず。 








圆現を時刻-現在曜曰のをわせかた 

♦電源プラグをコン t ントじ差し込んだとき妹たツト）、デジタル表示部は已。。に]を表示 

#時計台せボタンを巧す•時暫^ランプが点滅し、デジタル表示部は、午 
賢 一,ィ/ C ■げツを固••輕1を表示します。 


時がをせ 



^時-分ボタンを巧す 



3 磨曰させボタンを巧す 

百巧父水木金十 
〇 〇 〇 〇 〇 • 〇 

。日が 

Vv 

4 時計舍せボタンを巧す 

時れさせ 



♦時*分ボタンを押しで現を時刻を合わせでくださ 
い。 

♦ポタンを巧しつつ’けると、表示は遠続しで変わり 
ます。 

•時刻をさねせるときは' 午前、午後をまちがえないよ 
うを意しでください々.； 


♦未たットの場合は[曰曜曰 J のランプび点なしま 
す。 

腫曰合せボタンを押しで、現在匿曰を合わせでく 
ださい。 

♦ボタンを押しつブけると、表示は連続しで変わり 
ます。 


♦時計含せランプび消；なし、じット完3でず。 
同時に時計動作コ□ンカ《点減し、時計動巧を開始 
します。 


•時計合せボタンを押し忘れでち、1か後に自動的に時 
計動巧を開始します。 











タイマーの使用方法 

圍タイマー時刻のをわせかた 

♦末 t ットの揚合、タイマー時刻は白動的に午前 \~ 8 \^\ 00 \ に t ットされでいます。 




♦タイマー合せランプび点滅し、デジタル表示部は、 
牛前 ESI ••臣なを表示します。 




分ボタンを巧す 



♦時-分ポタンを押しでタイマー時刻をさわせでく 
ださい。 

♦ボタンを巧しつブけると、表示は連続しで蜜わり 
ます。 

• 時刻をさわせるとさは、午前 V 午後をまちびえないよ 
ラを意しでください。 . 





♦タイマー合せランプび消灯し、忆ツト完3です。 

•タイマー時刻合せボタンを巧し忘れでち、30域後に自 
動的にたットちれます。 

同時にデジタル表示部び現枉時刻表をまたは、温度表 
示に変わります。 


•タイマー時魏は、1度むツ;卜すれば記憶されます。- 

• , ■ .* ■ • . . . • 








タイマーの使用方法 


圍おはよラタイマー運乾のしかた 

♦現を時刻.現を曜曰をちねせでいないと、おはよラタイマー運輯はできません。 

1 運捉ボタンを巧す ♦運輕ランプび点灯しまず。 



S おはようボタンを巧す 



おはよき 


3 曜日させボタンを巧す 


。日が 


Vv 


£ じツト完 : J 

/ AAf ■レ/ーゾ 4 


( 30 秒をにき勤たット） 



芭 sas S 巧 ap 

固.•嗎; 


B 、 f ノ乂 ホ 本 
〇 〇 〇 〇 


(例）現在を曜日で午後目時00分のとき、 ♦ 点な 
ち喔曰の朝にタイマ ー t ツトした、レ 
場さの表示部 漱…点な 


おはよラタイマーの辑除 


おはよラボタンを巧す 


禮輕ランプび点灯しまず。 

. , *** 7 ^ 1 * ；• —- . .•ぃ . 

•ストーブ運症中は必愛ありませ M 


♦おはよラランプ、タイマー音せランプ、ず約曙曰 
か’点滅し、デジタル表示部にはタイマー時刻か•表 
示されます。 

•ストーフ厚止屯から、お[さよラタイマーをたッ pr る 
揚さは51鼠ポタンを巧しでがら、5砂な内におはよラ 
ポタンを巧しでくだちい。 5轉な上経過すると一旦点 

: '-才卿みるを^«離稱雜夕吗留趙け奉を; 

参活望の予約曙曰に合わせでください。 

含ねせた時刻.曜日になると白動のにじーブ運お 
を開始します。 

♦おはよラタイマー忆ットから点乂までの時間び24 
時間な巧の揚をは、曙曰舍わせは必蟹ありません/。 


♦タイマー合せランプか’消なし、おはよラランプか’ 
点滅から点灯に変わります。 

参同時にデジタル表示部は、現な時刻じ切り変わり 
まず。 

• 福巧時易桌をにち曼る芒^:攝香曙吕は; ig 阮:予誌曙 ; i 
曰は窜滅します。 

現在曜日とず約曜日が同じ場音ば、曜日ランプは点な; 

-'したままです。.'’':;:.:.''一':'；:试た 


化はよラランプとず約瞳曰ランプび消なし、運転 
状態になります。 


>ず約曜日のランプは達—転を開始音る去で点滅をつづ任美す7 ; :… 

•2 王資7■たット時刻を確 誘 するときは、タイマ-•時刻合せポクンを 巧しでく だをい 

!!讚謡茲諸は顯纏 S 觀讚鑛師唯解 

1が串時など、留夕申し燃焼を開始するようなタイマ-ゎットは、絶がにしな L 、 でくださし、。 

•心.；.— —.. … . 
















タイマーの使用方法 


圍おやすみタイマー運転のしかた 

•ストーブ厚止中からのおやすみタイマー遲乾はで苦ません。 
運輯ボタンを巧しでから操作しでください。 


おやすみボタンを巧す 


おやすみ 



おやすみタイマーの瞬除 


おやすみボタンを巧す 


♦1 回巧すと1時間ランプか’点な 
2回巧すと2時間ランプか‘点好 
♦它ット時間経過後に自動消火し、同時にデジタル 
表示部は I 巧。。 IfFi となります。 


♦おやすみランプび消网し、運乾を継続します。 
♦消火するとぎは、運乾ポタンを巧しもどしでくだ 
さい。 


圍おやすみ+おはよラタイ7—運乾 



おやすみタイ7—をたットする 

おはよラボタンを巧す ♦予約曜曰を変更する場含は、このときに変更しでくだ 


おやすみ 
• 1巧苗 

〇2巧田 
ちはよラ 


技ち SS ま巧 as 

团••陳 Sr ; 



♦タイマー含せランプか’消巧し、おはよラランプか‘、 
点滅から点奶こ変わります。 

♦同時にデジタル表示部は、現在時刻にのり愛わり 
ます。 


(例）現在を磨曰で午を6時00分のとき、 • ……点な 

おやすみ*!時間+おはよラタイマーを 、レ 
ち曜日の朝にわットした場含の表巧部’’’’’<なな 


•必すおやすみタイマーのたットを先に巧ってください。 

おはよラタイマーの t ットを巧に巧いますと、 一 昼消火しで本が巧部が冷巧してからでないと再点 
义できません。 

•おやすみ+おはよラタイマー運乾たットを、おやすみタイマー時間を変更ずる場合は、1◎巧すと 
1時間、2◎巧すと2時間、3回巧すと1時間になります。 










チャイルド白ック 

お寺穂などによるいたすら操作の防止 や、 
にする磯能です。 



誤つで選輯ボタンを巧しでち点火しないよラ 


チヤイ J レドロック 
ボタンを3回巧す 



参停止中にチャイルドロックボタン（じーブ運乾ボ 
タン兼巧）を3妙な內じ3回巧しでください。 
♦チャイルド□ックがたットされ、デジタル表示部 
が OJ になります。 

參チャイルド□ックの辭除は、再度チャイルド□ッ 
クボタンを3秒が内に3回巧しでください。 

•チヤイルド□ツクのじツト中は、遲窗ボタンを巧し で 
も点义しません 

通常運區にちどす場含は運転ボタンを巧しちどし でか 
ら V 'チヤイルドり.ツクの解除をしでく だきい。..：： 






6 まを装置 


このス I ブには巧のよラな安を装置がついでいます。すべでのまを装置は、異寓が取 
り除かれでち再度点义操作をしなければ運転は停止したままです。 


—* 誓♦桐 


処置方 法：; 

巧震自動消义装置 

.二：. げ3表示） 

.. で.:： * 

•地震(震度約5な上)や強い振動、 
衝撃を受けた揚を、白動的に消 
乂します。 

•地震によって巧動した場合、园画 
の可燃物、機器の損傷、油漏れ、 

給排気筒のはすれなど異常か’ない 
ことを確認しで力、ら再点义しでく 
ださい。 

点火安ま装置 

燃烧制御装置 

(に JJ •國表示） . 

•点义 S スをしたとぎ 
•途中失义したとさ 
•巧切)れしたとぎ 
に有動のに消义しまず。 

• 曰常の点検-ま入れに 5 〜 30 ぺ一 
ジ参照）をしでから点义操作をし 
で < ださい。 

• 処置をしでを緩り返しエラー表示 
が出るとぎは、一昼運乾ボタンを 
[停止」にしで販売店に遠擦しで 
ください。 

厚電まを装置 

(医 0 表示…再通電接） 

•停電したとぎ 

•電源ブラヴか‘巧けたとき 

•逸電を、点乂操作をしで <ださい。 

• 電源プラグを確認しでください。 

週熱的止装置 

安全サーモスタット 
.，馈お部き消な). 

• 為風空気取入□や温風の出□に 

ほこ 0 か’つまつでいるとぎ 
•ストーブ前面に障害巧!びあると 
ぎ 

に呂動的に消义します。 

• 温風空気取入口や温風巧出□の掃 
隐をしでから再点义しでください。 
(28 〜29ぺージ参照） 

• 処宙をしでち繰り返しエラー表巧 
び出るときは、一昼巧扇ポタンを 
[停止」じしで紙売店に遲掩しで 
ください。 


圍7•その他の装置 


装置の咨称;;心 



. 

辨気管振け巧知装置 

(と- 5表示） 

‘；•’ •:：：**.’’ . 

• が気管の接続が力、‘はすれたとぎ 
に自動的に消义しまず。 

• 給が気筒およびが気管の接続部に、 
はすれ • ゆるみびないか確認しで 
<ださい。 

•排気管抜け検巧巧 U — ド線がは 
すれたり、掛綜したとぎに目動 
的に消义しまず。 

• 排気管巧け検知巧リード撼のゆる 
みまたは、はすれ-切れがないか 
確認しでくださし、。 

ggmg \舶リ-ド括 

.... .... ： ； . 

再おがまを装置 

• ? 肖义直を、本体巧部力、冷却しな 
いラちに再度洁乂摄がをしでち、 
一昼ち却しでからでないと燃焼 
しないよラになっでいます。 

•本な巧部が冷却しでわ点义標 
巧を巧つでください。 

童温真常尘昇お ih 琴 M 

値表示）：:;'' 

• 部屋の温度が50でな上になった 
とさに自動巧に消义します。 

■窓をあけ、部屋の換気をしでから、 
扁义操作を巧ってください。 




































8 ■日常の点巧 • 手入れ 


点検.を入れは、消义をス i ブか*十分冷えでから、必す電源プラグをコンたントから 
巧いで巧つでください。 

•電気部品の分辭や巧贩品との交換はお巧にしないでください。 

:.•燃焼部の分簡は絕加こしないでください。,. 


みーブとストーブ周固の 点検 


(使用ごと） 


周囲の巧燃物 
ほこり•巧れ 

巧漏れ•巧のたまり 
油のにじみ 


♦ r 么;主意 I ス I ブの园囲は常に整理.清掃し、 
燃之やずいちのを置かないでください。 

♦ほこりや汚れをそのままじしでおくと、油びしみ 
た0しで危険です。 

ストーブは、いつち清認にしでご使巧ください。 

♦巧か’漏れでいたり、ミ由のたまり、にじみびないか 
点検しでください。 

• 濟摄れのあるとぎは、お貢いホめか販蟲ちに磨違吉お r 


巧しでください。 


難 i 讚 I の点檢 • 


♦= r ム製送巧管は、屋外で使巧しないでください。 

屋外での使巧は禁止されでいまず。 

♦屋巧でゴム製送油管を使巧しでいるとぎは、膜潤、 
収縮、変質、 変形、 ひび割れか•ないか礎詔し、巧 
病のあるときは交換しでください。 

交換のめやすは、3をに一度です。 


壁垫 Sgp 続部のゆるみおよびトツプ周囲の点検 （使用ごと) 

給が気筒のはずれ • 階警告 I 請気胃償.ホ-ス)かでしく接続 

されでいるかときどき点検しでください。 

はずれでいると運輯中に排ガスが室巧に漏れで、 
危険でず。 


給が気筒•トップ 
周囲の障害物 


♦ 「么警告1 積雪か’多いときには、給排気筒トッ 
ブの局りか‘雪で/をさか‘れていないことを確認しで 
ぐださい。ふさか*れでいるときは、除雪しでくだ 
さい。 

運輯中に排ガスび室内に漏れで、危険です。 

参給排気筒およびトップの周画に障害物び置かれで 
し、ないか、ときどき点検しでください。障害物か • 
置いである場含は、移動しでくださし、。 







給排気筒接続部のゆるみおよびトップ周囲の点検 


(1 シースン1〜2回) 


給排気筒のつま0 


•シーズン初めには必ず点検し、くちか‘巣をつくつ 
たり、異物が A つたりしでいるときは必す掃除し 
でください。 

• 給排気筒がつまると不完全燃傍をおこします。 

. . . .... 


〇リンク'の破損 



♦給排気商を一度取りはすしで、再び取り付けると 
きは、排気管の接続部内部にはめ这んである〇リ 
ンク‘が破損しでいないか確かめでください。 

• 破損しでいた焉合は、お買い求めの販売店に巧換を故 
頼しでくださし V 。 


油タンクの水巧き 


(1 シーズン1〜2回) 


油タンク巧に水か’たまると、かグージのな油と水の境界面にホ色の フ □- 卜が泻苦上が 
ります（別売 TC -40 K 开ミミ由タンクの場含） 


フロー トの点検 



巧な 
フ□-卜 

水 


♦フ日ートか•湾き上がつでいたら化抜きを巧ってく 
ださい。 



化を巧< 



水巧ぎ 
バルブ 


♦水抜きバルブの下に容器を置き、か抜きパルプを 
みしゆるめると油タンク内のが;が出で、フ□ート 
か’沈みます。水を抜いたらか抜きパルプを固く締 
めでください。 

参水抜含後は、油漏れびないか必す確認しでくださ 

し、。 


• 油クンク咖こは、；水やごみカブこまりやすく、をくたまるとストーブの方へ流れ出し、.巧迪の流れを 
獅ブで十分な义力が出なくなります。ときどき水グージの点検を巧ってください。.； 












定ミを面器には、ごみを除くための ストレーナわすつ いでいまず。水やごみか•たまると灯 
;墓 Su れを妨げで十分な乂力び出なくなります。シースンの終わりには、巧のょラ t 掃 

I 巧タンクの送油バルブを閉じる 
S 点検巧ぶたをはずす 

I ぺ丄. 


激严ね じを 



4 骗 i 織臟 



スト レー ナ 


ゴムバッキン 
n ^止めねじ 


►ち側面のス1-ーブと置台の間に油受けの容器を置 
いで、ス K レーナの止めねじをゆるめではすしで 
ください。 

定巧面器の汚れたな巧やごみび全部流れ出まず。 


►ストレーナを巧き出しで、きれいなの■姐の中です 
すぎ巧いしでください。 


I 盜巧にかで洗ねないでくだミし、。 


組み立てるとさは 

• ストレ—ナコムパッキンを忘れないよラにしでください t 
•ストレーナの止めねじを、固く締め巧けでください。 


•ストレーナを逆に入れないでくださし、。 
• '巧漏れびないか確認してください。 


卓义ヒ—夕の点検 _ぉ買ぃボめの販売闻こ巧|^[^^^^^5^ 


点乂ヒータや点乂しん[こすす力 《 付着すると、赤熱が'低下したり、ミをの吸い上げが'悪くな 
り、着火不良の原因[こなります。 

• 点义ヒ—夕の瞄着は入意に巧ラ必要びありますので(滅蟲用空気の気密性保持のたお)、'脚すぉ買ぃ求めの贩売 
店に巧顆しでください。 


ポットパーナの点検 


术、ソトい-十のち娩 ぉ買し、求めの販売店に巧ぶ京謹だ 


パーナ内部や燃焼リングの点検は高度な技術を必要としまずので、お買い求めの販売店 
に依頼しでください。 















オイルフィルタの掃除 


(1 シーズン1〜2回) 
お買しがめの販壳店に依頼してください。 


オイルフィルタにごみや水びたまった揚合は、巧のように掃顧を巧ってくださし、。 

1油タンクの送油バルブを閉じる 



をはずす 


♦オイルフイルタの下に容器を置いで、ストレーナ 
カッブをはすし、カップにたまった水やごみを捨 
ででください。 




きれいな灯油で洗ラ 



♦フイルタを萬下に引いではすし、きれいなな油で 
すすぎ洗いしでください。 

•泌巧にかで沸わないでぐださい 



フイルタとスト レーナ 
カップを它ツトする 


♦フイルタを組み込み、ストレーナカップを強く締 
め巧けてください。 

参油タンクの送沾パルブを開を、送浦経路巧の空気 
拔きをし、ミ由漏れがないか、禮認しでください。 
(13 ページ参照） 


温風吹出□の掃除 


(週1回） 


やわらかい巧でぶさ取る 



♦本がや温風の出□のちれは、本体か’盾えで力、ら、 
しめらせたやわらかい巧でふき取ってくださし、。 

• しつこいちれは中性洗剖を使巧し、:十巧から/京ぎしで 
ください。 


•温風の出□羽おを巧げたり、変おさせたりレないよラにを意しでくださし、。 

' . •- ... . 


















(週 1 回む上) 


対流用送風機(ファ ンフィルタ)の掃除 

対流巧送風機-ファンフィルタは週1◎が上掃除しでください。 

参対流巧送風機のガード （ S タイブ)、ファンフィルタ-巧流ファンケース （ SBT タイプ）にぽこり 
がたまると、音び大さくなっで温風量か*かなくなり暖房出力びお下し、ストーブ巧の温度び上昇し 
で過熱防止装置（安まサーモスタット）び作勤する場含びあります。 

次のよラに掃除を巧ってください。 

I 運乾を停止する 


参な流巧送風機が止まつでいることを確認しでくだ 
さい。 


^ なタイプ ） 

^綱雕醒をはずす 

蜂ねじ 



( Tsbt タイブ） 

フアンフイルタを 
取りはずす 


フアンフイルタ 



^ ( fs タイプ ) 

^巧流用送風機を取り 
がける 


♦リード線プラグを抜き、クリッブをゆるめリード 
線をはすしでください。 

♦蝶ねじ2本をはすしでから、巧流巧送風機を後(こ 
傾けな力でら上へ引含出しでください。 

♦掃陈機でガード、モータ、羽根についたぽこりを 
吸い取つでください。 

•羽根を曲け 把が:冀器菱趕程り.也を扔出罗匿 蓮 tu を 

ください。 


♦フアンフイルタをま前に引き出し、取りはすしで 
<ださい。 

♦掃除機でフアンフイルタ、対流ファンクースじつ 
いたほこ0を吸い取ってください。 


參はすしたとぎと逆の順唐で巧流巧送風磯を取りイ守 
けでください。 


fSBT タイブ ） 

フアンフイルタを 
取0がける 


参フアンフイルタをちとどおりに取り付けでくださ 
い。 

I 么ミ主貢 I フアンフイルタ在はすしたまま塞覇しな。でく 

ゎ'ださし、。. 













熱交換器の点検 


(1 シーズン1〜2回) 
お買し、求めの販売店に依頼してください。 


熱交換器の巧部にすすか f 異常にたまると、不完を燃焼の原因となります。 


:•臭草槪摔(給排気筒から薫煙がでるようなとき);がおこった場合:には、.バーナの点検とあわせで熱交換器の点 
- 検を、お質し、ホめの販売ちにが頼し でださし、。:;;. 


のぞき窓の透明度が悪くなったとき お買し城めの販売店に依頼してください。 

のぞ言窓の透巧度か’悪くなったときは、次のよラに掃除しでください。 


I 前パネル(下）-グリル • 前パネル(上)をはずす 


^のぞま窓をとめでいる ♦かし化を含ませた巧でのぞき窓をふいでくだをい。 

^ねじ2個をはずす 

•ねじ部は常湿になつでからはすしでください。:;，：;:ぶ; 
•ちとどおり、巧一にねじを强め:心厨をし亡くださし C 
•のぞき窓をはすしたときは、パッ丰シを新品と巧換し; 
でください。 . i 


地震などの災喜が発生したとさ の点検について 

地震などの災害か’発ちし、機器に振動や衝擊びで日わったときは、運輯前に必す;;欠の点検 
を巧っでください。 

• 給排気筒周りのはずれ、漏れの確認 ■ な;巧配管からの漏れ確認 
点検で異當びみつかった揚含は、お買い求めの販売店に修理を依頼しでください。 







長期間ご使巧になりまずと、機器の点検か•必要でず。 

参2シーズンに1回程度、シーブン終： J 後などに、お買いあげ店または修理資格畜〔(お）日本石油燃 
焼機器保守協含订 EL 03-3499-2928) で巧ラ技術管理講習含修3着（石油機器技術管理±)など〕 
のいる店などに点検依頼されることをおすすめします。 


10•故障 • 異常の見かけ方と処置方法 


巧のよラな現象は巧障ではありません。 

参修理を依頼される前にちラー度お確かめくださし、。 




現 象 

説 明 

初めで使巧するとぎ、煙やにおいか•でる。 

瞄熱塗料やほこりなどび焼けるためです。 

しばらく窓をあけで換気をしでください。 

初めで使巧ずるとぎや、シーズン初めのネリ 
使巧時に、点义しない。 

点乂しでち2〜3分で消火しでしまラ。 

♦定油面器リむットポタンを忆ットしでください。 

(14 ぺージ養照） 

參送油経路巧の空気抜さをしでください。 

(13 ページ参照） 

燃焼開抵時や消‘义後に r ピチビチ J といラ 
音がする。 

本巧巧部か‘熱により膨張、収縮するためです。 
異常ではありません。 

点火しでちすぐ温風が出ない。 

不快なち風を出さないためで本体内部び暖まると温風 
び白動的にのき出できます。 

消火しでち温風打’出でいる。 

本体内部びを却ずるまで送風を継続します。 

がの中にとさどぎホ乂び逗じる。 

異常ではありません。 

給が気筒の先端から連続的に白禮が出る。 

巧気温びおくなると、が気ガス中に言まれでいる水惡 
気び白く賈えるためで、異常懒焼じよる白煙ではあり 
ません。 


























，点义ヒータの曲線 






囊沪-夕と点义しんとの位驅巧び 


お売店に核理をの揉する 




ら S 


瞄売店に恆理をの窝する 


巧タンクに巧巧びない 




燃巧リングび正しく t ツトされでいない 


むが 


色油する 


12-13 


販壳店に修理を巧揉する 


定巧面器に水、ごみの吕ブま0 








f / 


溢タンクの化を巧く 




26-28 


送 a 経路巧に空気だまりびおる 


E ? 






E I 


ま巧控控巧の空気巧ぎをする 
ごム霞ち巧管び山おになつでいる巧は 
平らに直す 


13 


巧気琶の配琶が長い、 ffl り窗巧び多い 


延長 3 m 、 曲がり3国巧な下にする， 

1 m む上の狸長は、風里制巧巧を取0 
はすす X 


艦謀または'スト兀强い 




り 


f 巧坦などの災害ヴ発生したとぎの扁巧 
についで J の点検頂巨を度記し、運馬 
巧タンを巧しなおし、再な火する※ 


24.30 


巧巧に水が涅入しでし)る!’ 




織驾がかん麵.淵觸 


) 巧巧をずる 




26〜28 


巧気爸の接括がじすぎまび定る 




窝巧気商の巧闹びおおわれでいる. 


巧 as の接巧面巧を正し<巧0はける装 


おおつでいるをのを取0除< 


25 


追ちバイブの沒ナツトヴ巧まつでいない 


毎め B す 


巧ミ面コー.ドの®技 




巧巧运にち夏を巧巧ずる 




11§ 


巧国を巧0序、いたを，再な火ずる 


24 - 29 


星な S 巧上昇巧止窝 S の巧巧 


参 


SC 


巧を枯け、昂居の巧巧をずる 


24 


が窃 S 巧けち巧装面の巧画 




SS 


巧京 g の毎な扉表よび gf 巧5巧け沒用 
m - ド活ぶ泻巧部のはすれびないか 
な巧し、はすれでいたら、正し < 没な 
ずる X 


24 


11. SR 品交換のしかた 


不完をな修理、調整は危険ですので、部品の交換、調整力 《 必要な場合には、お 
買い求めの販売店または、修理資格者〔(財)曰本石油燃焼機器保守協舍で巧ラ技術管理 
講習舍修3者 （5 油機器技術管理±)など）のいる販売店にご相談ください。 


部品交換はご D ナが liiEgp をとご指定ください, 


消耗-劣化しやず い部品(交換び必要な部品) 

♦長期間の使巧により消耗-奠化しやすい部品 

点义ヒータ(点义しん）.パイ□ットリング. 〇リング.パッキン類 
♦変質-不純巧;'由の使巧により劣化しやすい部品 

定巧面器-点义ヒータ(点义しん）’ポットノ X — ナ 


参巧の表にちとつ’いで、ちラー廈お確力、めください。 

♦処置ち法で XE 日の項目や、処置ち法により姐置しでち良くならないと含は、お買い求めの販売店に 
依頼しでください。 


参照するぺ—ジ 


法 

ち 

置 

処 


rc 

においがする_ 

巧ちれびある 

運巧ランプちつかない 
适なしない 

ix 養塞養とまった 

义が适中でおえでしまラ 
大養が營是宫でなえる 

のぞき巧がくちる_ 

異萬瓶おする 
义力び大き<ならない 


点义しな5 




























































12 •ほ管（長 IS お保用しない場を） 

おしまいになる ときは、 日常の点検•手入れの項を参照し、巧の要領で保管しでくださし、。 

1•電源プラグをコンたントから巧いでください。 

♦ r ^> 王 意] 長期間使巧しないとをは、電源プラグを抜いでください。 

2 •油タンクの送巧バルフ''を閉じでください。 

3 •巧流巧送風機（ファンフィルタ）の掃餘をしでください。 

に9ページ参照） 

4•オイルフィルタと定油面器巧のな巧をずべで巧き取ってくださ 

い 0 (27 〜28ぺ-ジ参照） 

5•巧化のごみやほこりを巧ってください。 

♦掃除機などでごみやほこりを取り除いでくだをい。 

6•巧化をしめらせた巧で汚れを落としでから、からぶきしでくだ 

さし、 0 の 8 ぺージ参照） 

7•ス I ^ーブは据がけたまま保管しでください。 

•遍風の出□や背面の対流巧送風機（ファンフィルタ〉に度こりなどびたまらないょろカバ 
-などをかけでください。 

•どラしでち取りはすしで保管されるとぎは、ポリ袋をかぶ;せ、乾燥した場巧に横倒しにし 
ないよラおしまい < ださい。 

♦巧シーブンに据巧けるときには、必すお買い求めの販売盾に依頼しでください。 

•取扱説巧書ち大切に保管しでください。 





sagSi 

■13 ■仕 

仕様 


型式の呼び 

FF -580 S 日 T 

FF -740 SBT 

FF -740 S 

種 類 

ポットす-強制給排気お-強制巧流お 

点 义ち式 

電気点火す 

使 巧 燃料 

な巧 （ J に1号阿油） 

燃料消費量 

最大 

0.6531 _/h 

0.831 L/h 

最ル 

0.287 L/h 

0.3 目 L/h 

発熱量(入力） 

最大 

22,520 kJ / h (5,380 kcal / h ) 

28,660 kJ / h (6,850 kcal / h ) 

最小 

9,210 kJ/h に, 360 kcal / h ) 

12,430 kJ/h に, 9701< cal / h ) 

熱効率 

最大 

93% 

最小 

93% 

暖房出。 

最大 

5.81 kW . 20,930 kj / h 巧,000 kcal / h ) 

7.41 k 邮. 26,660 U / hC 6,370 kcal / h ) 


2.56 kW '9,210 kJ / h {2.200 kcal / h ) 

3.21 kW .11,550 l < J/h に, 7 目 Okcal / h ) 

標準適ま 

温暖地 

木 造 25 m 2 (15 畳)まで 

] ンクリ-卜 33 m 2 (20 客)まで 

木 造 31.5 nf (1 日星)まで 

〕ンクリ—卜 431712(26 星)まで 

賽を地 

木 造 26.5 m 2 06 夏)まで 
] ンクリート 40 m 2(24 養)まで 

木 造 33 m 2 (20 畳)まで 

〕ンクリ-卜 49 m 2 (31 畳)まで 

外形寸ま(置台を含む） 

高さ 595 mm 11820 mm 奥行 428 mm 

齡的 5 mm 歐 20 mm 奧行391 mm 

質 量 

39 kg 

37 kg 

電源電圧及び局波数 

100 V 如 HZ /60 HZ 

定格消費雲力 

最大109/ 119 W (点火初期に短時間発を） 

燃焼時43/3 1 W 

燃焼時4日/ 34 W 

給排気筒の呼び径 

D 40 

給排気筒の壁真通部の孔径 

ホ7扫圓 

排気 温度 

でな下 

電流ヒューブ 

己 A 

まを 装置 

巧震 g 動消乂装置-点火をを装置-燃焼制御装置.厚電安全装置. 

過熱防止装置(安まサーモスタツ t -) 

その他の装置 

排気管抜け検知装置.再点乂をを装置.室温異常上昇防止装置 

付属品 

給排気筒たツト1 • 型紙1，取お説日月書1 ■ 本体固定金員2 . 置台1 . 

ゴム製送油管締付バンド2 -背面カバ-上1 ( SBT タイプの助 


TJM 標準適室は、巧回法人-曰本ガス扫油機器工業含の冨定基準によります。 



























































巧毎頁動 r 肖义裝置 


ルームサ—モ 
巧班ポンプ [ 


巧流苗送围巧 




巧ツ H\-T 这巧旨 se ボンフ ゴム巧ち巧居 ち巧バルフ 


巧おトランス 


這济ヒューズ 5 A 


14•アフターヴービス 


保証について 


送が u レフつまみ 


运富巧苗巧ジャンバ 
まをサーモスタット 


♦廣當、輩.•.韻?^見をごち$誤ち刹 （31'32 ぺ-ジ参照）の劇こがって調ぺでち良くならないとき 
Sk 曼濟ミ;^、グを巧いであ貝い巧めの販売店または、おおくのコ□ナお客様ご相談窓 □ (裏表紙参,日.15 f ミ? 
遵綻くにさい。 

•保証期間中であれば保前書の規定にがって無料修理させでいただきます。 


■保証期間び過ぎでいると言は.::： 

• お買い求姑の販竟店にごホ目談ください。 
修理によつで使巧でさる製品につい t はを客 
様のご要望により有料修理いたします。... 


■補修用性能部品の保有期間..._ 

. >5油な.卜ーブの補修巧性籠部品（纔能を推持 
-するために必要な部品）の保有期間は製造巧 
ち切りを7なです。 


胃^器のにな油臟ごたまま巧と、贈た振動で觀び口まれることびをりまずので、 


•諸ミ冀謂!驅摇哉!！!かミ織 i もく「觀;ぁげ日.闕劇などの記入をぉ捐 

參保証期間はお賣いあげいただいた曰から1を間です。 

♦巧のよラな原因による故障および事故につきましでは、な証の巧象になりませんのでを 章しでぐ ド さい 
g 輩 質; P ■遭ゃ不純識など、また 阿 油願の燃料使胤 こ 為 占 I 誤基。 J ホでれの〔'王鼠しでく L ちい。 
■誤った使巧ち/まによる故障や事巧。 


修理を依頼されるとき 


配線図 


送油経路図 














圍 1 5•活がけ 

据付け場所の選定_ __ 

据巧けについでは、火がず防条側、電気設備に関する技術薑華などまちの基華が'ありま 
す。 

工事説明書の「安全のために必すお守0ください J をお読みになり、販売店または据イ寸 
け業普とよくごホ目談ください。 また、 「標華据巧け例 J についでは、36〜37ぺージを 
参照しでください。 


標準据付け例 



















標準据付け例 


• SBT タイプをマントルピースなどに設置する場合. 



S タイプをマントルピースなどに取り巧けないでください。 


振付け後の確認 


据巧けび終ねりましたら、ちラー度、工事説明雲の「ををのために泌\すお守りください」 
をお読み(こなり、工事説明書に記載されでいるとおり据巧けられでいるか どラ か禮認し 











罰運転は、販売店または据巧業者とご一緒に必すミ3っでください。 

圍運捉準備 簡しくはり〜15ページ参照） 

1•油タンクに巧油 （ JIS 1号な油）を給油しでください。 

2•巧タンクの送油バルフ''を開いで、送油経路巧の空気抜きをしで 
ください。 

3•定油面器 U たットボタンを程<巧しでください。 

4•ストーフ''の置台の上や送油管の接続部に、油のたまりや油漏れ 
びないか確かめでください。 

5 •高地(標高 500 〜 1500 m) で使巧される場含は、空気び覆薄なため 
調整た<必要とな0ます。 

(詳しくは、型紙裏面の工事説日月書 r 言地で使用の場香） を参照しでください。 ) 

6•運穗ボタンが' [停止〕になっているか確認しでください。 

運転ボタンを〔運扇）のまま電源プラグをコンたントに善し这むと、 ( F 巧が表示されます。 

この場台は、一宜運乾ボタンを巧しちどしでください。 ' ~ ■ 

7•電源プラグをコンたントに差しをんでください。 

♦I 主意 ] 霉源プラグはコンたントに根元まで確実に善し化んでくださし、。 


抵（詳しくは16〜18ぺージ参照) 

•運輯ボタンを巧しで < ださい。 

♦運転ランプび点灯し、約1分後に点火します。 


>点火後7〜8分で巧流巧送風機びまわり温風か’出ます。 


初めで使巧するとさは… 


ストーブ内の送油管に口;巧び満たされでいませんので、炎び立消えることか‘あります6この場台は; 
—旦消义しで、ちをるのを诗っでからちラー度点火しでください。: 

耐熱塞料などび焼けで煙とにおいかでることがあります。窓をあけで部屋の換気をしでください， 


2•運おボタンを巧しちどしてください。 


>運乾ランプび消なし、約15分後に燃焼用送風機、巧流巧送風機び停止します< 
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